
 

 

 

 

株式会社七十七銀行（代表取締役頭取 小林 英文）は、七十七キャピタル株式会社 

（代表取締役社長 村主 正範）とともに組成した「七十七キャピタル第3号投資事業有限

責任組合」から、株式会社SiccaNova Therapeutics（本社 茨城県つくば市、代表取締役 

倪 健偉、以下「対象企業」といいます。）に対する投資を実行いたしましたので、下記

のとおりお知らせいたします。 

記 

１．投資概要 

対象企業は、ドライマウスやドライアイに代表される乾燥関連疾患の革新的な治療

薬開発を行うベンチャー企業です。現在、東北大学と連携し第Ⅱ相臨床試験（安全性

と有効性の確認）の実施に向けて準備を進めています。 

乾燥関連疾患の国内患者数は、ドライマウス800万人、ドライアイ2,000万人程度と

推定されており、アンメットメディカルニーズ（現在の医療や薬では十分に満たされ

ていない医療上の必要性）の高い領域となっています。これらの疾患の発症要因は 

多岐にわたるものの、高齢化に伴う生理機能低下やライフスタイルの変化等が影響 

するものとされています。 

対象企業が開発する治療薬は、唾液・涙などの分泌液を制御する器官へ選択的に 

作用し、その機能を調整・増強する新しいアプローチを採用することで、副作用を 

抑えつつ高い治療効果を発揮することが期待されます。 

本ファンドは、新薬による治療を通じてQuality of Life（QOL）の大幅な向上等の 

新価値を提供し、持続可能な社会の実現に貢献することを目指し、社会実装に向けて 

ともに取り組んでまいります。 
 

２．対象企業概要 

（１）社   名  株式会社SiccaNova Therapeutics 

（２）本社所在地  茨城県つくば市 

（３）代 表 者  代表取締役 倪 健偉 

（４）設   立  2022年2月 

（５）事 業 概 要  医薬品開発業 

 

３．投資内容 

（１）投 資 手 法  株 式 

（２）投 資 金 額  50百万円 

（３）投資実行日  2026年6月5日 
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  もっと、ずっと、地域と共に。 
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４．「七十七キャピタル第3号投資事業有限責任組合」について 

（１）ファンドの概要 

正 式 名 称 七十七キャピタル第3号投資事業有限責任組合 

設 立 日 2025年11月18日 

規 模 20億円 

出 資 者 
無限責任組合員：七十七キャピタル株式会社、 

有限責任組合員：当行 

存 続 期 間 12年間 

 

（２）イメージ図 
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